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得ないことがわかる。  

情報化社会では，知識は膨張しても知性が高まると  

いう因果関係は希薄であり，情報化社会は選択の通が  

無数に増殖し，人間社会の複雑さを単に増幅するに過  

ぎないという考えもある。しかし，ポスト情報化社会  

は人類の意志によって創られるべきものであり，いか  

に創るかという人類の意志が今問われるべきである。  
⑳訝アジィ動的計画法⑳   

、：≒ －．、  

闘 将：4月19田（月）18：00～20：00  

出席者：7名  

場 所：㈲田本科学技術連盟1号館2C会議室  

テⅧ∇と講師：   

「環境システム」  

刃、田中敏男（東京都立科学技術大学名誉教授）   

本発表ではまず9 基本的概念としてのエコロジーに  

ついて論じ，「ガイア」の考え方を説明した。次に，  

地域を経済的な局面の他に，政治的，社会的，心理軋  

文化的な局面をもつ有機体であるとして，物価安定策，  

針治社会における政策優先度，上’下水道施設の最適拡  

張計画を取り上げた。   

さらにエネルギー，食糧，特に，水資源について論  

じ，加えて9 生態系を取り上げ，この生態系が効率の  

良いエネルギー利用とエントロピー最小化を維持する  

ための秩序がどのような法則によって支配されるかに  

ついて考察したの また，人間が生物との共生を可能な  

らしめる途について考察した凸   

⑳ダ田圃♂常ル政策⑳   

・亮一 －ご二l  

詞 時：4月24田（土）14：00～17：00  

出席者：6名  

場 所：三菱総合研究所4階CR－4会議室  

テ出▽と講師：  

「グロ㌦－パル問題を見直す」  荻野正浩   

ポスト情報化社会には，世界はどうなる？ 我々は  

何をなすべきか？ という開いは，未来学として捉え  

るべきであろう。そこで，未来学ではグローバル問題  

をどう捉えているか，糸川英夫の「人類は21世紀に  

滅亡する叩」及び「21世紀への遺言」，ユイグの「未  

来予測の幻想」，浜田和幸の「知的未来学入門」から  

考察した。未来学の視座には，各論各派が存在するが，  

大部分は人々に希望を与える運命開拓論にならざるを  
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）  2名   

）  5名   

）  8名   

）   

3名   

理事会  14名  

4 月1酎体  

4 月 2 悶（金  

4 月 7 日（水  

4月 9 日（金   

⑳平成鼠丑年度会薦納入のお願も、（事務局）  

平成H年度の会費請求書をお送りいたしましたの  

で，お早めにご送金くださるようお願いいたします。  

なお，10年度以前の会費を未納の方は合わせてお支  

払いくださるよう重ねてお願いいたします。  

〔預金m座板替ご利用の方へ〕   

平成】1年度から預金口座振替をご希望の正会員の  

方は，学会事務局までTEL，FAX，郵便にてご連絡  

ください骨 折り返し預金口座振替依頼書をお送りいた  

します。  

⑳風炉⑳陀S2000のお知らせ   

アジア太平洋地域のオペレーションズ¢リサー  

チ学会の国際的組織であるAPORS（The Asso＿  

Ciatiom of AsianNPacific OperationalResearch  

Societies withim IFORS）の第5回会議  
APORS2000が開催されます。  

踊 程：2000年7月5日～7日  

テ仙マ：“ORIN THEMILLENIUM”  

場 所：シンガポール  

問合せ先：Callfor papersは学会事務局にあり  

ます。また，詳しくは，http：／／www．comp．  

mus。edu．sg／～Phuakh／aporsをご覧ください由  
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